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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　受信機を操作するための方法であって、
　受信した信号から伝送パラメータ・シグナリング・データを復号するステップと、
　前記復号した伝送パラメータ・シグナリング・データから、前記信号がタイムスライス
したエレメンタリ・ストリームを含んでいるかどうかを判断するステップと、
　前記復号した伝送パラメータ・シグナリング・データから、前記信号が順方向誤り訂正
フレーミング構造を有しているかどうかを判断するステップと、
を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記信号にタイムスライスしたエレメンタリ・ストリームが含まれていない場合には、
その信号を無視するステップを含むことを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記伝送パラメータ・シグナリング・データが、サービス情報が送信されるプロトコル
・スタックのレベルより低いプロトコル・スタックのレベルで送信されることを特徴とす
る、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　ネットワーク内で動作するよう構成された受信機（６）であって、
　受信した信号から伝送パラメータ・シグナリング・データを復号するためのデコーダ（
２３）と、
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　復号した伝送パラメータ・シグナリング・データから、前記信号がタイムスライスした
エレメンタリ・ストリームを含んでいるかどうかを判断し、前記復号した伝送パラメータ
・シグナリング・データから、前記信号が順方向誤り訂正フレーミング構造を有している
かどうかを判断するための決定装置（２０）と、を備えることを特徴とする受信機。
【請求項５】
　前記信号にタイムスライスしたエレメンタリ・ストリームが含まれていない場合には、
それに関連する信号を無視するためのコントローラを備えることを特徴とする、請求項４
に記載の受信機。
【請求項６】
　前記伝送パラメータ・シグナリング・データが、サービス情報が送信されるプロトコル
・スタックのレベルより低いプロトコル・スタックのレベルで送信されることを特徴とす
る、請求項４または５に記載の受信機。
【請求項７】
　送信するための信号を形成するための方法であって、前記信号がタイムスライスしたエ
レメンタリ・ストリームを含んでいるかどうかの表示および前記信号が順方向誤り訂正フ
レーミング構造を有しているかどうかの表示を含む、伝送パラメータ・シグナリング・デ
ータを生成するステップと、
　前記信号のあるレベルの前記伝送パラメータ・シグナリング・データを含むステップと
、を含むことを特徴とする方法。
【請求項８】
　送信するための信号を形成するための装置（３）であって、前記信号がタイムスライス
したエレメンタリ・ストリームを含んでいるかどうかの表示および前記信号が順方向誤り
訂正フレーミング構造を有しているかどうかの表示を含む伝送パラメータ・シグナリング
・データを生成し、また前記信号のあるレベルの前記伝送パラメータ・シグナリング・デ
ータを含むよう構成されることを特徴とする装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、伝送パラメータ情報に関し、特に伝送パラメータ情報内のネットワーク・タ
イプ情報の提供および使用に関する。
【背景技術】
【０００２】
　種々のＤＶＢ－Ｔ（地上デジタル・ビデオ放送）システムおよびＤＡＢ（デジタル音声
放送）システム、ＡＴＳＣ、ＩＳＤＢおよび他の類似の放送システムのようなデジタル放
送システムを使用すれば、セルラー状に配置した送信機を備えるシステムを構成すること
ができ、適当な送信機サイトを選択することにより、ある地理的エリア上で適当な品質の
信号を受信することができる。送信機の有効範囲のセルラー的性質により、移動体受信機
は、移動している場合でも、満足すべき性能を達成することができる。元来、ＤＶＢ規格
が設計の対象にしたものでない移動電話および携帯情報端末（ＰＤＡ）にＤＶＢ受信機を
内蔵するために、種々のステップが現在使用されている。ＤＶＢ送信を通してサービスを
提供するためにも種々のステップが現在使用されている。ユーザは、例えば、電話または
移動電話またはＰＤＡの一部を形成している他のデータ送受信機によりサービスを購入す
ることができる。
【０００３】
　受信機は、受信信号に対するＤＶＢ内の伝送パラメータ・シグナリング（ＴＰＳ）デー
タのような伝送パラメータ情報を復号する際に、ある意志決定プロセス中にこの情報を使
用することができる。特に、移動機内のＤＶＢ－Ｔ受信機は、ハンドオーバ手順中にいく
つかの候補信号を除去するためにセル識別情報を使用することができる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００４】
　現在、あるタイプのＤＶＢが、移動体受信機環境で使用することができるようにするた
めに調整を受けている。このタイプのＤＶＢは、ＤＶＢハンドヘルドまたはＤＶＢ－Ｈと
呼ばれる。ＤＶＢ－Ｈにおいては、インターネット・プロトコル・データキャスト（ＩＰ
ＤＣ）サービスがタイムスライスされ、そのため、サービスのためのデータが、比較的高
い帯域で比較的短い時間の間送信される。次に、移動体受信機は、この短い時間の間だけ
データを受信しなければならないが、他の時間にはオフにすることができる。このことは
移動体受信機での電力消費の節減につながる。タイムスライスは、ＤＶＢ－Ｈだけに限定
されない。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　第１の態様によれば、本発明は受信機の操作方法を提供する。この方法は、信号から伝
送パラメータ情報を復号するステップと、復号した伝送パラメータ情報から、信号がタイ
ムスライスしたエレメンタリ・ストリームを含んでいるかどうかを判断するステップとを
含む。
【０００６】
　都合のよいことに、伝送パラメータ情報は、サービス情報より低いレベルで送信される
。実施形態の場合には、サービス情報はデータ・レベル（ＯＳＩレベル２）で送信され、
一方、ＴＰＳ情報は物理レベル（ＯＳＩレベル１）で送信される。「レベル」という用語
は、ＯＳＩの７つの層のモデルのような、しかしこれらに限定されないプロトコル・スタ
ック内の層を意味するものと理解されたい。
【０００７】
　本発明のこれらの態様により、受信機の動作を改善することができる。特に、本発明を
使用すれば、分析対象の信号または復号した信号からのネットワーク情報が必ずしもなく
ても、少なくともいくつかの無関係な信号を排除または無視することができる。このこと
は、ハンドオーバ候補信号を識別する場合、およびサービスを発見するために必要なパラ
メータで受信機を初期化するために信号走査を行う場合に特に重要である。ＤＶＢシステ
ムのようなシステムの場合には、このことは特に有利である。何故なら、最悪の場合でも
、サービス情報を１０秒の間隔中に１回だけ送信することができるからである。一方、伝
送パラメータ情報は、同調信号にロックした後ですぐに入手することができる。各ＤＶＢ
－Ｔフレーム内に１つのＴＰＳビットが送信されるので、６４ＤＶＢ－Ｔフレームを受信
した後で、受信機はすべてのＴＰＳビットを入手することができる。ＴＰＳビットのビッ
ト間の間隔は信号のシンボル速度により異なる。通常、すべてのＴＰＳビットは、１００
ｍｓ以下の時間に受信される。
【０００８】
　この方法は、さらに、復号した伝送パラメータ情報から、信号がインターネット・プロ
トコル・データ・キャスト・ネットワークに関連しているかどうか、および／または信号
が、例えば、順方向誤り訂正フレーミング構造のような異なるフレーミング構造を有して
いるかどうかを判断するステップを含むことができる。これにより、受信機は、当該ネッ
トワーク・タイプに関連していない信号を識別することができ、その結果、受信機リソー
スの不必要な使用を避けるための適当な行動をとることができる。
【０００９】
　第２の態様によれば、本発明は、ネットワーク内で動作するよう構成されている受信機
を提供する。この受信機は、信号から伝送パラメータ情報を復号するためのデコーダと、
復号した伝送パラメータ情報から、信号がタイムスライスしたエレメンタリ・ストリーム
を含んでいるかどうかを判断するための決定装置とを備える。
【００１０】
　第３の態様によれば、本発明は、送信するための信号を形成するための方法を提供する
。この方法は、サービス情報を生成するステップと、信号がタイムスライスしたエレメン
タリ・ストリームを含んでいるかどうかの表示を含む伝送パラメータ情報を生成するステ
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ップと、信号を形成するために、あるレベルのサービス情報をそれより下のレベルの伝送
パラメータと一緒にするステップとを含む。
【００１１】
　第４の態様によれば、本発明は、送信するための信号を形成するための装置を提供する
。この装置は、サービス情報を生成するように、信号がタイムスライスしたエレメンタリ
・ストリームを含んでいるかどうかの表示を含む伝送パラメータを生成するように、また
信号を形成するために、あるレベルのサービス情報をそれより下のレベルの伝送パラメー
タ情報と一緒にするよう構成されている。
【００１２】
　第５の態様によれば、本発明は、連続している直交波周波数分割多重シンボル上に定義
した所定の数のデータビットを含む伝送パラメータ・シグナリング・データ信号を提供す
る。このデータ信号は、所定の位置に、データ信号が関連する信号が、タイムスライスし
たエレメンタリ・ストリームを含んでいるかどうかに依存する状態を有する１つまたは複
数の情報ビットのグループを含む。
【００１３】
　ＤＶＢ－Ｔ規格の場合、ビットの所定の数は、ビット数０乃至６７として定義されてい
る６８個である。上記所定の位置は、ビット数４８とビット数５３との間に位置する。
【００１４】
　情報ビットのグループは、データ信号がインターネット・プロトコル・データ・キャス
ト・タイプのネットワークに関連しているかどうかに依存する、および／またはタイムス
ライスしたエレメンタリ・ストリームが、例えば、順方向誤り訂正フレーミング構造のよ
うな異なるフレーミング構造を有しているかどうかに依存する状態を有することができる
。
【００１５】
　他の態様によれば、本発明は、サービス情報より低いレベルで伝送パラメータ情報が送
信されるネットワークで動作するよう構成されている受信機を操作するための方法を提供
する（例えば、物理層（ＯＳＩ層１）内に提示され、一方、ＰＳＩ／ＳＩ情報は、データ
・リンク層（ＯＳＩ層２）内に提示される）。この方法は、信号から伝送パラメータ情報
を復号するステップと、復号した伝送パラメータ情報から、信号が適当なネットワーク・
タイプと関連しているかどうかを判断するステップと、関連していないと判断した場合、
その信号を無視するステップとを含む。対応する受信機も提供される。
【００１６】
　他の態様によれば、本発明は、送信するための信号を形成するための方法を提供する。
この方法は、サービス情報を生成するステップと、信号が関連するネットワークのタイプ
の表示を含む伝送パラメータ情報を生成するステップと、信号を形成するために、あるレ
ベルのサービス情報をそれより下のレベルの伝送パラメータと一緒にするステップとを含
む。また対応する装置も提供される。
　添付の図面を参照しながら以下に本発明の実施形態について説明するが、これは単に例
示としてのものに過ぎない。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　欧州電気通信規格研究所（ＥＴＳＩ）発行の規格文書ＥＮ３００　７４４　Ｖ１．４．
１は、使用する伝送方式に関連するパラメータを信号により送るために使用するＴＰＳキ
ャリアについて規定している。ＴＰＳキャリアは、通信プロトコル・スタックの物理層ま
たはＯＳＩ層１のところで構成される。受信機でＴＰＳを復号することにより、送信の際
に使用するチャネル符号化および変調を決定することができる。この情報はそれに応じて
動作するように受信機を制御する際に使用される。ＴＰＳデータは、１つのＯＦＤＭフレ
ームと呼ばれる６８の連続しているＯＦＤＭ（直交波周波数分割多重）シンボル上に定義
されている。ＴＰＳデータは、ＤＶＢ２Ｋモード用の１７のＴＰＳキャリア、および８Ｋ
モード用の６８のキャリアにより並列に送信される。同じシンボルの各ＴＰＳキャリアは
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、同じ差動符号化情報ビットを運ぶ。ＴＰＳはテーブル１に示すように送信される。
【００１８】
【表１】

【００１９】
　同期語は、スーパー・フレーム内で奇数のフレームに対して１つの値をとり、偶数のフ
レームに対してその逆数をとることに留意されたい。また、セル識別子の長さは２バイト
であり、連続しているフレーム間で分割されている。
【００２０】
　いくつかの意志決定プロセスにとってもっと重要なのは、ＤＶＢ規格文書ＥＴＳ　３０
０　４６８に詳細に記載されているサービス情報（ＳＩ）として受信する情報である。規
格文書ＩＳＯ／ＩＥＣ１３８１８－１は、プログラム特定情報（ＰＳＩ）と呼ばれるＳＩ
について規定している。ＰＳＩ／ＳＩデータは、受信機の自動構成が、多重信号内でプロ
グラムの種々のストリームを逆多重化し、復号することができるようにする情報を提供す
る。ＰＳＩ／ＳＩデータは、所与のネットワークを通して送られるトランスポート・スト
リーム（ＴＳ）とも呼ばれる多重化の物理組織に関する情報を提供するネットワーク情報
テーブル（ＮＩＴ）を含む。受信機は、チャネル間でスイッチングを行う場合に、アクセ
ス時間を最小限度まで短くするためにＮＩＴコンテンツを記憶することができる。ＰＳＩ
／ＳＩデータは、通信プロトコル・スタックのデータ層またはＯＳＩ層２の一部を形成す
る。
【００２１】
　一体型受信機／デコーダ（ＩＲＤ）とも呼ばれる受信機は、受信したＰＳＩ／ＳＩテー
ブルをフィルタリングし、パーズすることにより一般に使用されている信号および／また
はネットワークのパラメータを検出する。この情報から、ＩＲＤは、信号が有効なハンド
オーバ候補であるかどうかを判断することができる。しかし、通常、ＰＳＩ／ＳＩテーブ
ルは、このテーブルに従って２５ミリ秒乃至１０秒までの任意の間隔で送信することがで
き（例えば、ＮＩＴテーブルに対する最大間隔は１０秒である）、またＰＳＩ／ＳＩ情報
はデータ層（すなわち、ＯＳＩレベル２）により送信されるので、信号走査およびハンド
オーバ・プロセスは、有意な量の処理、ＩＲＤの受信機および電力リソースの使用を含ん
でいて、また時間がかかるものと予想することができる。このことは、バッテリーで動作
する移動体ハンドヘルド・デバイス内の電力消費に関連して特に重要である。
【００２２】
　最初に、図１について説明すると、参照番号１は、デジタル・ビデオ放送（ＤＶＢ）シ
ステム全体を示す。このシステムは、適当なリンクにより第１、第２、および第３の送信
機局３、４、５それぞれに接続しているコンテンツ・プロバイダ局２を備える。送信機局
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３乃至５は、例えば、周囲の地理上に適当な有効範囲を提供するために、選択した位置に
相互に別々に位置する。図１の場合には、送信機３乃至５は、各有効範囲エリア３ａ、４
ａおよび５ａを有する。しかし、実際には、所与の送信機によりカバーされるエリアは、
そんなにきちんとしたものでないこと、有効範囲エリア３ａ乃至５ａ間はかなり相互に重
なっていることを理解することができるだろう。図１は、また、第１および第２の一体型
受信機／デコーダ（ＩＲＤ）６、７も示す。コンテンツ・プロバイダ２は、オーディオ・
ビジュアル・コンテンツ、データ・ファイルまたは画像のようなコンテンツ８ａ、８ｂの
ソースにアクセスする。コンテンツは、ＩＰデータ・キャスティング（ＩＰＤＣ）サービ
スと呼ばれるＤＶＢ－Ｔネットワーク上のＩＰにより、および好適にはタイムスライスに
より、少なくとも２つの異なる通信チャネルからデータを受信するよう構成されているＩ
ＲＤ６、７の１つまたは複数に送信される。この実施形態のＩＲＤ６、７は、例えば、移
動電話または携帯情報端末（ＰＤＡ）に内蔵させることができる移動機である。
【００２３】
　コンテンツ・データは、コンテンツ・データを受信し、コンテンツ・データの順方向誤
り訂正中に使用するための回復データを生成するよう構成されているサーバであるネット
ワーク要素９に送信される。コンテンツ・データは、送信機３乃至５によりＩＲＤ６、７
に送信される。回復データは、例えば、第三世代（３Ｇ）移動体ネットワーク（図示せず
）が提供する第２の通信チャネルを介して、本発明の一実施形態のＩＲＤに送信される。
コンテンツおよび回復データ用の通信経路を簡単な形の図１を参照しながら説明するが、
この経路は図１に示してあることに留意されたい。しかし、他の送信機、ネットワーク要
素またはネットワークのような他の要素は、これらの通信経路内に位置することができる
。
【００２４】
　各ＩＲＤ６、７は、送信機３乃至５のうちのどれかまたはすべてが送信した信号を受信
し復号することができる。各送信機３乃至５は、ほぼ同じものであり、図２はその中の１
つを示す。
【００２５】
　図２について説明すると、この図は、通常、コンバイナ１０の形をしているデータ・ソ
ース、送信機１１およびアンテナ１２を備える送信機局３の略図である。コンバイナ１０
は、入力１４を通して図１のコンテンツ・プロバイダ２に接続しているコンテンツ・プロ
バイダ１３から入力データを受信する。コンバイナにデータを供給するために、プログラ
ム特定情報（ＰＳＩ）（またはサービス情報（ＳＩ））データ生成装置１５も配置されて
いる。送信機１１は、伝送パラメータ・シグナリング（ＴＰＳ）データ生成装置１６を含
む。コンバイナ１０は、コンテンツ・プロバイダ・デバイス１３およびＰＳＩ／ＳＩ生成
装置１５からソース・データを受信し、送信機１１によりＴＰＳデータおよび以降の送信
に内蔵させるために、ＤＶＢ規格によりデータストリームを供給するよう構成されている
。ＤＶＢ放送規格によれば、ＴＰＳ生成装置１６が供給したデータは、１秒間に何回も送
信信号の物理層内に内蔵され、一方、ＰＳＩ／ＳＩ生成装置１５のデータは、送信信号の
データ層に内蔵されていて、頻度は遥かに少なく、データ送信間の最大の間隔は１０秒で
ある。従来のように、ＰＳＩ／ＳＩ生成装置１５は、ＤＶＢ規格に準拠するネットワーク
情報テーブル（ＮＩＴ）を表すデータを生成する。それ故、送信機１１は、ＰＳＩ／ＳＩ
生成装置１５が生成したデータの一部として提供されたサービス情報と一緒に、ＴＰＳ生
成装置１６が供給した伝送パラメータ情報を含んでいると見なすことができる。結果とし
ての信号は、合成信号であると見なすことができ、この合成信号は、アンテナ１２を通し
て送信機１１により送信される。もちろん、合成信号は、また、コンテンツ生成装置１３
が供給したコンテンツ・データ、および本発明の範囲に含まれない他のデータも含んでい
る。
【００２６】
　本発明のこの一実施形態の場合には、ＴＰＳ生成装置１６が生成した伝送パラメータ情
報は、以下のテーブル２に示す情報を含む。
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【００２７】
【表２】

【００２８】
　各送信機３乃至５は、ＤＶＢ規格に従って複数の信号を送信することができる。これに
関連して、送信機３乃至５は、１つの位置に複数の物理送信機を含み、共通のアンテナを
共有することができる。送信機３乃至５のうちの所与の１つが送信した各信号は、信号周
波数、ネットワーク・タイプ、トランスポート・ストリームのフォーマット、ネットワー
クのトポロジー、送信機電力および使用する多重化の性質の点で、他の信号とは異なって
いてもよい。例えば、多重化は、時分割多重に概念的に類似しているタイムスライスした
性質のものであってもよく、多重化は時間領域以外の領域で実行することもできる。使用
することができるトランスポート・ストリームのタイプは、当業者にとって周知のもので
ある。ネットワーク・タイプは、例えば、ＤＶＢネットワークまたはインターネット・プ
ロトコル・データ・キャスト（ＩＰＤＣ）ネットワークであってもよい。ネットワークの
トポロジーは、単一周波数または多周波数であってもよい。多周波数ネットワークは、複
数の隣接する周波数帯域で送信することができる。ＤＶＢ規格は、６、７および８ＭＨｚ
の帯域幅で使用することができる。ヨーロッパ内でのＤＶＢの実施は、８ＭＨｚの帯域幅
を有する信号を使用する。
【００２９】
　生成したＴＰＳデータは、ビットＳ４８内に、ネットワークのタイプのインジケータを
含む。データビット「０」は、ＤＶＢタイプのネットワークを示し、一方データビット「
１」は、ＩＰＤＣタイプのネットワークを示す。ＴＰＳデータのビットＳ４９において、
データビット「０」は、信号を送信するネットワーク内のすべてのセルは、同じサイズの
セルであることを示す。データビット「１」は、信号が送信されるネットワーク内のセル
が、ネットワーク内の他のセルに対して異なるサイズを有することができることを示す。
ビットＳ５０およびビットＳ５１が現在のセル・サイズを示す。この実施形態の場合には
、これら両方のデータビットが「０」であるということは、現在のセルが、３０ｋｍ未満
の直径を有することを示す。「０」の値を有するデータビットＳ５０、および「１」の値
を有するデータビットＳ５１は、現在のセル・サイズが３０乃至４０ｋｍの直径を有する
ことを意味する。「１」の値を有するデータビットＳ５０、および「０」の値を有するデ
ータビットＳ５１は、現在のセルが４０乃至５０ｋｍの直径を有することを意味する。こ
れら両方のビットが「１」である場合には、現在のセル・サイズは５０ｋｍより大きい。
ビットＳ５２が「０」の値を有していれば、ネットワーク・トポロジーが単一周波数ネッ
トワークであることを示し、一方、このビットが「１」の値を有していれば、多周波数ネ
ットワークであることを示す。データビットＳ５３の値が「０」である場合には、信号が
タイムスライスしたエレメンタリ・ストリームを含んでいることを示し、一方、「１」の
値は信号がこのようなストリームを含んでいないことを示す。
【００３０】
　送信機１１がアンテナ１２を介して送信したＴＰＳデータは、そのビットＳ４８乃至Ｓ

５３に情報を含んでいるという点で、従来のＴＰＳデータとは異なる。ＴＰＳデータは、
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さらに、信号を発信するネットワークのタイプを示す１つのビット、異なるセル・サイズ
がネットワークで使用されているかどうかを識別する１つのビット、現在のセルのサイズ
を識別する２つのビット、ネットワーク・トポロジーを識別する１つのビット、およびタ
イムスライスしたデータが信号の一部を形成しているかどうかを識別する１つのビットを
含む。
【００３１】
　ここで図３を参照しながら、ＩＲＤ６、７について説明する。図３について説明すると
、この図は、通常、第１のデコーダ２１、受信機２２、例えば、ＭＰＥＧ－２およびＩＰ
（インターネット・プロトコル）デコーダ２３のような第２のデコーダをそれぞれ制御す
るために、不揮発性フラッシュ・メモリ２７および揮発性ＳＤＲＡＭメモリ２８に接続し
ている中央処理装置（ＣＰＵ）２０を備えるＩＲＤ６の非常に簡単な略図である。
【００３２】
　受信機２２は、アンテナ２４を通して無線周波信号を受信し、復調信号をデコーダ２１
に供給するように接続している。第１のデコーダ２１は、ＣＰＵへの復号したデータの供
給、第２のデコーダ２３へのＭＰＥＧまたはＩＰデータの供給の両方を行うために、ＣＰ
Ｕ２０の制御の下で配置されている。第２のデコーダ２３は、スピーカ２５にオーディオ
出力を供給し、ディスプレイ２６にビジュアル出力を供給し、それにより受信機２２のと
ころで受信した信号内に存在するオーディオ・ビジュアル・コンテンツをユーザに提示す
ることができる。この例の場合、ＩＰおよびＭＰＥＧ信号は、共通のデコーダ２３により
処理することができるが、代わりに別のデコーダを使用することもできることを理解する
ことができるだろう。
【００３３】
　フラッシュ・メモリ２７は、信号走査中、ＮＩＴからのパーズしたデータを記憶するた
めに使用される。ＳＤＲＡＭ２８は、ハンドオーバ手順の初期の段階で使用するデータの
中のあるものを記憶するために使用される。
【００３４】
　この実施形態の場合には、ＩＲＤ６は、また、例えば、対応する移動電話およびデータ
処理モジュール３０に結合しているＧＳＭ、ＧＰＲＳ、３Ｇ、ＵＭＴＳのような移動電話
システムで通信することができるようにする送受信機２９を含む。送受信機２９およびモ
ジュール３０により、ＩＲＤ６は電話および移動体インターネット・ポータルとして動作
することができ、ＩＲＤのユーザはＤＶＢネットワークを使用してデータ・キャストによ
り通信する当該サービスに加入することができる。このことは任意の便宜的な方法で行う
ことができる。例えば、ユーザは、ユーザがＵＭＴＳ構成要素２９、３０を使用して加入
する移動電話オペレータに、サービス配信に対する要求を送信することができる。次に、
オペレータは、インターネット・サービス・プロバイダを使用して、ＤＶＢを通して提供
するサービスに対して手配することができる。サービス配信の通知は、ＵＭＴＳシステム
またはＤＶＢシステムによりＩＲＤに送ることができる。
【００３５】
　ＩＲＤ６は、ＴＰＳデータの一部を形成している情報を検出し、そのデータを適当に使
用するように構成されているという点で、従来のＩＲＤとは異なる。信号走査手順中のＩ
ＲＤ６の動作を、図４を参照しながら以下に説明する。信号走査手順は、ＯＳＩ層１およ
び２サービス発見のために必要なパラメータにより受信機６を初期化するために、またこ
れらのパラメータの以降の更新を行うために行われることを理解することができるだろう
。
【００３６】
　図４について説明すると、この手順はステップＳ１でスタートする。ステップＳ２にお
いて、変数「周波数」が４７４ＭＨｚに設定され、変数「ｆ」が値ゼロに設定される。ス
テップＳ３において、受信機２２は「周波数」に「ｆ」を加えたものに等しい周波数に同
調する。ステップＳ４において、同調ロックが行われたかどうかがＣＰＵ２０により決定
される。同調ロックが行われていない場合には、それは十分な強度の信号がこの周波数で
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送信されていないことを推論するために使用される。それ故、ステップＳ４の答えが「い
いえ」である場合には、ステップＳ５に進み、そこで変数「周波数」および「ｆ」の合計
が、８５８ＭＨｚに等しいかどうかが決定される。答えが「はい」の場合には、全周波数
帯域が探索され、手順は進んでステップＳ６において抜け出たと推定される。そうでない
場合には、手順はステップＳ７に進み、そこで変数「ｆ」は８ＭＨｚだけ増大し、手順は
再びステップＳ３に戻る。
【００３７】
ステップＳ４において同調ロックが行われた場合には、動作はステップＳ８に進み、そこ
でＴＰＳデータのビットＳ４８がＣＰＵ２０によりチェックされる。このチェックにより
ビットＳ４８が「０」に設定されていることが分かった場合には、信号がネットワーク・
タイプＩＰＤＣから出ていないと推定され、手順はステップＳ５に戻る。しかし、ネット
ワーク・タイプがＩＰＤＣであると分かった場合には、手順はステップＳ９に進む。ここ
で、ＴＰＳのビットＳ５３がチェックされ、そこからＣＰＵ２０により信号がタイムスラ
イスしたデータを含んでいるかどうかが判断される。答えが「いいえ」である場合には、
手順はステップＳ５に戻る。そうでない場合には、手順はステップＳ１０に進む。
【００３８】
　ステップＳ１０において、ＰＳＩ／ＳＩデータが復号され、ＮＩＴがチェックされる。
このチェックは、そのＮＩＴ形成部分のためのＰＩＤ（パケット識別子）フィルタの生成
を含む。ステップＳ１１において、ネットワークと関連する識別子が何であるかについて
の判断が行われる。ステップＳ１２において、ネットワークの識別子からＣＰＵ２０によ
り、ＮＩＴがすでにフィルタリングされ分析されたかどうかの判断が行われる。答えが「
いいえ」である場合には、手順はステップＳ５に戻る。そうでない場合には、処理中の信
号は新しい信号であると推定され、手順はステップＳ１３に進む。ここで、ＣＰＵ２０に
よりＮＩＴがパーズされ、ＯＳＩ層１および２のサービス発見のために必要なパラメータ
がそこから収集される。関連データは、ステップＳ１４において、「可能な信号」と表示
してあるエリア一時メモリ内に記憶される。その後で、手順はステップＳ５に移動し、そ
こで周波数が増大する。
【００３９】
　ビットＳ５２が表すトポロジー情報は、ＩＲＤ６により使用することができるので、図
４の手順は必要がない場合には実行されない。より詳細に説明すると、同調ロックがステ
ップＳ４において行われ、ビットＳ５２をチェックすることにより、信号が単一周波数ネ
ットワークに関して送信されたと判断された場合には、ＩＲＤ６が、異なる周波数に関し
て手順を再び実行しないような手配が行われる。何故なら、必要ないと思われるからであ
る。
【００４０】
　見れば分かるように、図４の手順は、ＰＳＩ／ＳＩデータからのＮＩＴを受信、復号し
なくても、いくつかの無関係な信号を排除することができる。ＴＰＳデータはＮＩＴデー
タより低いレベルで送信されるので、図４の手順は、従来技術の手順を使用した場合より
ももっと少ないリソースを使用し、もっと短い時間で、可能な信号のリストを生成するこ
とができる。この例の場合には、ＴＰＳデータはまたもっと頻繁に送信される。
【００４１】
　信号走査に対する従来の手順の場合には、各信号はＮＩＴを受信し復号し、そこから信
号がタイムスライスしたデータを含んでいるかどうか決定し、適当なタイプのネットワー
クから送信された信号であるかどうかを判断する必要がある。しかし、図４の手順を使用
すれば、ＮＩＴを復号しなくてもいくつかの信号を除去することができる。このようなこ
とができるのは、送信機３乃至５が送信し、ＩＲＤ６、７が受信したＴＰＳデータが、ネ
ットワーク・タイプを識別する情報および信号がタイムスライスしたデータを含んでいる
かどうかを示す情報を含んでいるからである。
【００４２】
　ＩＲＤ６、７は、送信機３乃至５が提供する通達範囲の周囲を自由に移動することがで
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きるので、時々ハンドオーバ状況が発生する。ハンドオーバする決定は、任意の適当な基
準に基づいて行うことができる。通常、ハンドオーバする決定は、受信信号の、例えばビ
ット誤り率（ＢＥＲ）のような信号の品質の測定値が劣化していて、まもなく送信データ
を信頼できる復号をするにはあまりに高くなりすぎると判断した場合に行われる。ハンド
オーバする決定を行った場合には、ＩＲＤ６は、現在の受信信号の代わりに受信し復号す
る新しい信号を識別しなければならない。タイムスライスした信号である信号により、Ｉ
ＲＤ６は、周期的に信号を聴取するだけでよい。送信の間の間隔は、他の信号を検出する
ために使用することができ、ハンドオーバのために信号を選択しなければならないのは、
これらの検出した信号からである。それ故、ハンドオーバのための信号の選択は、タイム
スライスした信号を現在の信号にしなければならないか、または２つ以上のＲＦフロント
・エンドおよびデコーダを必要とする。そのため２つ以上の信号を同時に聴取することが
できる。本発明によるＩＲＤ６は、ハンドオーバの後で受信する信号を決定した場合には
、図５の手順を実行する。
【００４３】
　図５について説明すると、手順は、候補または使用できる信号のリストに従ってステッ
プＳ１においてスタートする。ステップＳ２において、使用できる信号のリストから信号
が選択される。この信号はステップＳ３において同調され、その後でその信号に対するＴ
ＰＳデータが復号され、そのビットＳ４８が検出される。ステップＳ５において、ＣＰＵ
２０により、ＴＰＳデータのビットＳ４８から、信号がタイプＩＰＤＣのネットワークか
らのものであるかどうかの判断が行われる。答えが「いいえ」の場合には、手順はステッ
プＳ６に進み、そこでＣＰＵ２０により使用できる信号のリストからその信号が除去され
る。このステップの後で、ステップＳ７において、ＣＰＵ２０により、使用できる信号の
リストを全部チェックしたかどうか、すなわち、チェックのための使用できる信号が他に
ないかどうかの判断が行われる。チェックのための使用できる他の信号がある場合、手順
は再びステップＳ２に進む。そうでない場合には、すべての使用できる信号をチェックし
たが見つからなかったと推定して、手順はステップＳ８に進み、そこで手順は終了する。
【００４４】
　ステップＳ５において、ネットワーク・タイプがＩＰＤＣであると判断した場合には、
手順はステップＳ９に進む。ここで、ＴＰＳのビットＳ５５がチェックされる。ステップ
Ｓ１０において、ビットＳ５３のこのチェックにより、ＣＰＵ２０は、現在の信号がタイ
ムスライスしたデータを含んでいるかどうかを判断する。答えが「はい」である場合には
、ビットＳ５３の値が「０」であるので、動作はステップＳ１１に進む。そうでない場合
には、手順はステップＳ１１に進み、ここで、ＣＰＵ２０が、ＩＲＤがタイムスライスさ
れていない信号、およびタイムスライスされた信号をサポートしているかどうかの判断を
行う。ＩＲＤ６は、例えば、２つのＲＦフロント・エンドおよびデコーダを含んでいる場
合には、タイムスライスされていない信号をサポートすることができる。ステップＳ１１
において、ＣＰＵ２０が、タイムスライスされたデータだけがサポートされていると判断
した場合には、ステップＳ６に進み、そこで信号が使用できる信号のリストから除去され
る。そうでない場合には、手順はステップＳ１２に進む。ステップＳ１２において、ＣＰ
Ｕ２０は、ＴＰＳデータのビットＳ４０乃至Ｓ４７からなるセルＩＤから、図４の手順に
より、信号が、信号が含まれていた「可能な信号」のリストの中の１つのセルと同じセル
からのものであるかどうかを判断する。
【００４５】
　ＣＰＵ２０の答えが「いいえ」の場合には、信号は適当な候補ではないと判断され、手
順はステップＳ６に進む。そうでない場合には、信号は適当な候補であると推定され、手
順はステップＳ１３に進む。ここでＣＰＵ２０により信号のＢＥＲが測定され、その後で
ステップＳ１４においてしきい値との比較が行われる。しきい値を超えていた場合には、
ＢＥＲが高すぎることを示していて、ＣＰＵ２０によりステップＳ１５において、信号の
ＢＥＲが２回測定されたかどうかが判断される。２回測定してなかった場合には、ステッ
プＳ１３においてＢＥＲが再度測定される。ステップＳ１５があるために、信号がＢＥＲ
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試験に合格するチャンスは２回になる。試験に合格しなかった場合には、手順はステップ
Ｓ６に進む。そうでない場合には、手順はステップＳ１４からステップＳ１６に進む。こ
こで、処理中の信号は「現在の信号」として設定される。この信号は、以降に行う手順に
よりハンドオーバされる現在の信号である。ステップＳ１６の後で、手順はステップＳ８
に進み、そこで信号が更新され、手順は終了する。
【００４６】
　図５の手順は、ハンドオーバのために使用できる信号のリストから、適当でない信号の
候補を除去するための特に便利な方式を提供することを理解することができるだろう。こ
のようなことができるのは、多分、ネットワークのタイプを示す情報、および信号がタイ
ムスライスされたデータを含んでいるかどうかを示す情報が、その信号のＴＰＳデータの
一部として送信されるためであると思われる。
【００４７】
　上記実施形態の場合には、ＴＰＳデータのいくつかのビットは、いくつかの定義された
目的に割り当てられるが、この方式を厳格に遵守しなくてもよいことを理解することがで
きるだろう。それどころか、将来の使用のために現在予約されている６つのＴＰＳデータ
ビットから、任意の数のビットを本明細書に記載する本発明の実施形態のうちの１つまた
は複数を実施するために使用することができる。以下に、ビットが取ることができる値の
意味の説明と一緒に、ＴＰＳデータのビットの使用についての提案を一例として記載する
。
【００４８】
　テーブル３に示す１つのビットは、信号が関連するネットワークのネットワーク・タイ
プを送るために使用することができる。ネットワーク・タイプは、このテーブルに従って
ネットワークの性質に分類することができる。
【００４９】
【表３】

【００５０】
　テーブルには示してないが、ＴＰＳデータのビットは、ＩＰＤＣおよびＤＶＢネットワ
ーク・タイプの代わりにまたはそれに加えて、ネットワークの任意の他のタイプに関連す
る信号を示すために使用することができる。
【００５１】
　テーブル４に定義する２つのビットは、信号が関連するネットワーク内に含まれている
多重化の組成に関する情報を送るために使用することができる。一般に使用されているネ
ットワーク内のすべての多重化が相互に異なる場合には、多重情報は異質なものである。
等質な多重情報は、一般に使用されているネットワーク内のすべての多重化が全く同じサ
ービスを提供することを示す。混合多重情報は、一般に使用されているネットワークが相
互に異質なおよび等質の多重化の両方からなることを示すために使用される。テーブル４
中、ビットｍおよびｎは隣接していても隣接していなくてもよい。
【００５２】
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【表４】

【００５３】
　テーブル５に示す１つのビットは、ネットワーク・トポロジーがタイプにおいて多周波
数（ＭＦＮ）なのかまたは単一周波数（ＳＦＮ）なのかを示すために使用することができ
る。
【００５４】

【表５】

【００５５】
　テーブル６に示す１つのビットは、一般に使用されているネットワーク、すなわち信号
が送信されるネットワーク内のセルが、すべて同じサイズを有するかどうか、またはセル
が異なるサイズを有するかどうかを示すために使用することができる。
【００５６】

【表６】

【００５７】
　テーブル７に示す２つのビットは、一般に使用されているネットワークの多重およびセ
ル間のマッピングを示すために使用することができる。これから、ネットワークが、１つ
の多重化だけをカバーするセルだけから構成されているのかどうか、２つ以上の多重化を
カバーするセルだけから構成されているのかどうか、または１つまたは複数の多重化をカ
バーするセルから構成されているのかどうかを判断することができる。この場合、ビット
ｍおよびｎは、ＴＰＳデータ内で隣接していてもよいし、隣接していなくてもよい。
【００５８】
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【表７】

【００５９】
　テーブル８に示す１つのビットは、現在の多重化と同じセルの一部である他の多重化と
の間のマッピングを送るために使用することができる。
【００６０】
【表８】

【００６１】
　テーブル９に示す２つのビットは、現在同調している信号を構成するセルのセル・サイ
ズの直径（キロメートル単位）を送るために使用することができる。テーブル７のセルの
直径は、単なる例であると理解されたい。ビットｍおよびｎは、ＴＰＳデータ内で隣接し
ていてもよいし、隣接していなくてもよい。
【００６２】

【表９】

【００６３】
　他の実施形態の場合には、セルの直径を記述するのに１つのビットだけを使用すること
ができる。この場合、データビット「０」は、セルの直径が、例えば３０ｋｍのような選
択した直径と等しいか、またはそれより小さいかを示すことができ、データビット「１」
は、セルの直径が選択した直径より大きいことを意味する。
【００６４】
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　テーブル１０に示す２つのビットは、現在同調している信号が、タイムスライスしたエ
レメンタリ・ストリームを含んでいるかどうか、およびタイムスライスしたストリームが
、例えば、ＦＥＣ（順方向誤り訂正）のような追加または異なるフレーミング構造を有す
るかどうかを送るために使用することができる。
【００６５】
【表１０】

【００６６】
　特定のネットワークにより送信したＴＰＳデータに内蔵させるために、上記情報の中の
どれを選択するかは多数の要因により異なる。また７つ以上のビットを使用することもで
きる。この場合、異なる情報ビットは、ＴＰＳデータの異なる送信により送信することが
できる。例えば、ネットワーク・タイプ、現在のセル多重化および現在のセル・サイズを
識別するデータビットは、ＴＰＳデータの偶数の送信により送信することができ、一方、
ネットワーク多重情報およびネットワーク・セル・サイズ情報は、ＴＰＳデータの奇数の
送信により対応するビットで送信することができる。ＩＲＤは、例えば、一緒に送信され
た同期ビットにより異なる送信を区別することができる。
【００６７】
　高度な実施形態の場合には、ＴＰＳデータは、ＴＰＳデータが関連するネットワークお
よび信号内の多重化使用を識別する２つのビットを含むことができる。この実施形態は、
ネットワークおよび現在のセル多重情報を記述するのに４つのビットを使用しなくてもす
む。好適には、２つのビットは、下記のテーブル１１に示すように使用することが好まし
い。
【００６８】
【表１１】

【００６９】
　テーブル１１は、他のＴＰＳビットに適用することができる原理を示す。より詳細に説
明すると、その組み合わせのあるものが関連ないか、適用することができないＴＰＳデー
タの２つ以上の別々の要素が存在する場合には、これら２つ以上の要素を結合することに
より、すべての関連する組み合わせを、要素を別々に処理した場合の可能なデータビット
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よりも少ないデータビットを使用して表現することができる。
【００７０】
　ＤＶＢ放送システムに関連して上記実施形態を説明してきたが、この原理は、他の放送
システムまたはマルチキャストまたはユニキャスト・システムにも適用することができる
ことを理解することができるだろう。このようなシステムは、高度テレビジョン・システ
ム（ＡＴＳＣ）または日本統合サービスデジタル放送（ＩＳＤＢ）システムであってもよ
いし、本発明を制限しないいくつかの例であってもよい。
　さらに、本発明は上記特定の例に限定されないで、添付の特許請求の範囲のみにより制
限される。
【図面の簡単な説明】
【００７１】
【図１】本発明により動作する構成要素を含むデジタル・ビデオ放送システムの略図であ
る。
【図２】図１のシステムの送信機局の１つの略図である。
【図３】図１のシステムの一体型受信機／デコーダの略図である。
【図４】信号走査手順中の図３の一体型受信機／デコーダの動作を示すフローチャートで
ある。
【図５】ハンドオーバ手順中の、図３の一体型受信機／デコーダの動作を示すフローチャ
ートである。

【図１】

【図２】

【図３】
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